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［前置］本稿は、安部1999．9「日本列島におけるもう一つの方言分布

境界線“気候線”」『玉藻』35に続くもので、アジア（モンスーン・

アジア）［安部2003．7］における方言・言語・文化境界線としての

「気候境界線」について、その後見出した該当分布地図を追加し、若

干の解説を付すものである。参照http：〃www．geocities．jp／abeseiya

2005／

1，はじめに一本稿の目的

　安部19999（以下、前稿と呼ぶ）において、日本列島を南北に2分する

方言境界線「気候線」を提示し、それが、方言だけの問題ではなく、気候、

動植物、民俗など人間生活ほか、文化全般に亙る「文化境界線」であるこ

とを初めて提示した。さらに、その境界線を形成している要因が気候にあ

ることから、日本列島だけでなく、広くアジアの大陸部、半島部にも及ん

でいる可能性が高いことを指摘した（図1）。

　その気候線の提示に続き、その後の研究において、アジア大陸部に見ら

れるいくっかの文化境界線もその「気候線」と共通のものであり、それら

は1続きの文化境界線の延長線として理解できること（2001．11、安部

2005．6．11，ABE2003．7，　ABE2005．5，　ABE2006printing）、さらに、アジ

ア半島部（朝鮮半島）にも認められること（安部2001．8．18、安部2001．
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11）を示して、それらを、仮に「モンスーン・アジア中央気候線」（安部

2002．11．10口頭発表、安部2003．3科研報告書、安部2004．7。安部1999．

9段階では「東アジア中央気候線」）と呼ぶことにした（図2）。

本稿では、それらを踏まえ、次のことを提示することを目的とする。

1、安部1999．9で、紙幅の関係で掲載できなかったいくっかの地図を

提示すること

2、その後収集した、「気候線」をもっ分布と解釈し得るいくっか分布地

図を提示すること

3、2のいくっかの分布地図にっいて、簡略ながらコメントを付すこと

4、ユーラシア大陸の西側のヨーロッパにも認められる気候線について

報告すること

　ここに収載した分布地図は、気候の影響が認められると解釈したもので

ある1）。しかし、それらの中には、今後の研究の進展によっては、その位

置づけに検討の余地があるものも、含まれているやもしれない。その意味

では、慎重な検討を経ての掲載も検討された。

　しかし、執筆者の専攻分野から見ても、収載した文化全般にわたる全現

象にっいて、それぞれの専門的方法による再検証を経ての掲載という手順

は、時間的にも能力的にもおそらく不可能であろう。むしろ、これらの分

布地図の問題を公表することによって、この気候境界線が、文化全般にわ

たり、かっ、ユーラシア全域にわたって（今回提示する地図によって、ヨ

ーロッパにまで及んで）、極めて重要な「文化形成線」であることを提示

し、国際的学際的議論と研究が活発になることの方が、検証作業上も、有

効であり意味があろうと考えられた。

　以下、3章に、収載した地図のリストを、前稿同様、分野別に掲載し2）、

2章においては、そのうちの重要ないくつかの現象について、簡略ながら

解説を加える。
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　今回提示する分布地図によって、この文化境界線が、文化全般にわたっ

て、重要な研究課題であることを、より一層裏付けられたと考える。今後

の学際的国際的研究の活性化を望むものである。

2，特に重要な分布現象一①日本列島の湖沼の水循環・②中国

　の河川名と森林分布図・③ヨーロッパの言語境界線と気候線

　ここでは、掲載した分布図の中から、特に注目される重要な分布現象3

点を取り上げて簡略ながら考察を加えたい。

　2－（1）日本列島の湖沼の水循環における境界線（地図3－2－（1）（2）

　　　　土壌学・流体学）

　前稿で、「淡水魚相より見た日本列島の地理区」を挙げ、淡水魚の分布

にも、気候線に近似する境界が認められることを指摘した。（地図中の「4

－b」の領域。関東が含まれないが、「4－c」と合わせた範囲は、安部

1998．8の「南西区域」を形成していて、一部は気候線と一致していると

見なせる。）

　ところで、自らの力では広域での移動が難しいであろう淡水魚の分布に

おいて、なぜ気候線に近似した分布境界が現れるのかは十分には理解でき

ず、前稿においては、「気候の直接的影響というよりも、むしろ、人の手

も影響した二次的な分布形成が関わっているものであろうか。検討課題で

ある。」とするに留めた。その後入手した関連研究によって、やはり気候

が第1義的に影響していると考えられるようであるので、補足しておきた

いo

　まず、淡水魚のアマゴの分布と、気候線での分布境界をもつ昆虫である

テントウムシ（マダラテントウ属）の分布領域に一致が見られるという興

味深い指摘がある（図5－（3）／6－（1）参照）。

　安江安宣1967．8は、「本州西南部におけるアマゴとオオニジュウヤホ

シテントウの地理的分布」の中で、この淡水魚と昆虫の分布地図（西日本
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中心）を掲載し、その奇妙な一致とその理由を検討されている。両者の分

布に影響している共通点が気温にあることを慎重に指摘し、断定はされて

いないがその背景にあるものが、共通する気候（気温）にあることを示唆

されている論文である。安江氏は、昆虫がご専門で、オオニジュウヤホシ

テントウも含まれるマダラテントウ属の分布も提示されており（安江

1963）、そのオオニジュウヤホシテントウの分布の南限は気候線と重なる

ので、前稿の一覧にも挙げ、安部1998．8でも分布地図を掲載している。

1データではあるが、淡水魚の分布地域が、気候と関連性があるらしいこ

とがわかる。

　淡水生物の生息環境に関わってさらに興味深いのは、湖沼における「水

の循環タイプ」に気候による地域差があることである。それは、福田正己

2003の「湖の循環タイプの分類」に見出される。湖の水の通年循環には4

つの地域差があり、冬季に氷結する地域、年間2回水が循環する地域、年

間1回だけ循環する地域、循環がほとんどおきない貧循環地域に分かれる

という。その2回循環地域と1回循環地域の境界は、気候線と一致してい

る。この循環のシステムは簡単に言えば次のようなものである。水は、摂

氏4度で密度が最大となって重くなるので、プラスマイナスいずれからで

も4度をピークとして、重くなった水が湖底に沈降し鉛直循環して混合す

るという現象が生じるという。北海道から本州の中部までは、「表面水温

が4度以上になるかあるいは4度以下になることが年間2回発生する。」

「本州の南から九州までの湖では4度以下にならないので（中略）、秋に1

度だけ循環が起こる。さらに南の地域では、年間を通じて温度変動が小さ

く、そのため密度成層は崩れることがない。」（福田2003）という。

　湖沼における水の循環が気候と一致するのは、ある意味で当然といえば

当然ながら、極めて興味深い現象である。水の温度のみならず、おそらく

循環の影響によってそこで生息する淡水生物も何らかの影響を蒙ることが

推定できよう。

　先のアマゴのような分布を示す淡水魚がどのくらいいるのか、それ以外
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の淡水生物が、水温や垂直循環の影響をどの程度受けるのか、また、それ

らに関連する淡水生物分布がほかに認められるのかは今度の調査課題であ

る。しかし、一部であれ淡水魚と淡水生物が、気候の影響を受けて分布す

るらしいということが、これらからある程度確認することができるようで

ある。

　（補足すれば、興味深いことに、2回循環と、1回循環と、貧循環の間の

2本の境界線は、土壌の分布境界線ともほぼ一致している。土壌分布は前

稿でも触れたように、氷河期の気候と環境が影響しているものである。本

稿の土壌分布図3－2－（1）は簡略図なので九州での境界が省略されてい

るが、安部1998．8に掲載したその原図である松井健・加藤芳明1962に

は「貧循環」の境界線と同じ鹿児島付近に「赤黄色土帯」（黄褐色森林土

分布南限および成帯性赤色土分布北限）の境界線が横切っているのである。

鹿児島付近に気候・気温を背景とする境界線があるということは、動植物

や文化の境界線があることを示唆する。なぜその位置が注目されるかとい

えば、方言区画上「薩隅方言」区域であるからである。）

　前稿で検討課題となっていた淡水魚の分布について、淡水生物もあわせ

て、気候との関連性を考察してみた。（補注1）

　2－（2）中国の河川名「河」「江」と森林分布図の相関に関する文化地理

　　　　学的解釈

　次に、中国における河川名分布を取り上げる。前稿において、中国にお

ける河川名「河」と「江」の分布を取り上げた（図3－3－2－（1）②参照、

鈴木孝夫1978原図、橋本萬太郎1981『現代博言学』より）。その2つの

河川名の中国における分布境界線は、気候の影響によると認められたから

である。しかし、南に分布する「江」が、東北部や朝鮮半島に離れて分布

を形成していることの理由については、先行研究でも説明がなく、また前

稿でも解釈することができなかった。その後、中国の森林分布区画に類似

する分布が得られ、これら河川名の分布形成について、以下のように、史
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的解釈が可能と考えられたので、ここに提示してみたい。

　中国における「森林分布」の区画図を図3－3－2－（1）に示した。「江」

の南方と東北の2箇所での分布が、森林の多い区画と一致していることが、

初めてここに指摘できる。この東北林区と南方の2っの林区の森林は、か

って連続していたものが、その中間にある北方林区の東北部での乾燥化

（風化）で不連続となったものと考えられる（参考・鈴木秀夫1990『気候

の変化が言葉を変えた』NHKブックス、補図での「風化」地域参照）。

　一方、河川名「河」は北方からの南下と考えられているが（橋本萬太郎

1981）、東部の「江」の残存地域は十分説明されていなかった。東北部の

「江」と、森林の東北林区との地理的一致は、次のように解釈できる。

　北部の乾燥化とそれに伴う北方文化の南下によって、「河」の範囲が、

中央気候線まで南下した。しかし、東北林区にあたる森林の多かった地域

までは、北方のステップ気候を背景にもっ北方文化は十分に影響を及ぼす

ことができず、地名まで浸透するような文化的影響を残すことができなか

った。それゆえ、その東北林区の地域には河川名「河」は定着できず、古

い「江」が南と分離するようなかたちで残存することとなった。

　鈴木秀夫1978、橋本萬太郎1981以来取り上げられてきた中国の「河」

「江」の分布であるが、このように、森林分布区画の文化地理学的解釈と、

河川名の言語地理学的解釈とを総合することによって、ここにはじめて

「河」「江」の「ABA分布」の史的背景が、説明可能となった。

　2－（3）ヨーロッパの言語特徴境界線と気候線

　前稿以降のこれまでの研究において、気候線の形成される要因として、

特に摂氏0度（最寒月1月平均気温）が重要であることが明らかになった

（中国の「秦嶺一准河線」など）。そうであれば、その摂氏0度線、っまり、

気候線の延長線は、中国の西方である中央アジア・西アジアでは、どうで

あるか、また、ヨーロッパではどのようであるか、が、当然ながら、問題

として意識されていた。
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　それらの広域のデータの収集は容易でなく、前稿以降収集できたものは

現段階でも必ずしも多くない。その中で、ヨーロッパにおける言語現象の

分布地図に、気候境界線と近似する可能性があるものが得られたので、こ

こに報告しておきたい。

　該当する諸地図の掲載はその解説も含め機会を改めるが、一連の地図の

入手までを時系列的にたどりながら関連地図を紹介し、ここではそれらを

見出すきっかけになった「前方円唇母音FRVが有標である言語の世界的

分布」を提示しておくことにしたい。

　日本語・中国語・朝鮮語それぞれの方言において気候を形成要因とする

方言境界線が指摘できるようになると、それらの間での音韻対応（ABE

2005．5）や、言語を超えた南北間での共通ないし対立した言語現象の収

集が重要課題となってくる。それゆえ、機会を見ては、欧文論文などでの

関連する言語分布地図に注意していたところ、John　Crothers，1975の

「Front　Rounded　Vowel」の分布図を見出すことができた。

　その分布図には、アジア中央部の、気候線近くに分布境界線が認められ

た。論文は、proceedings段階のものであり、分布図の調査言語の数も多

いものではない。また、本稿執筆者もその検証作業を終えていない段階で

あるが、注目されたのは、その境界線がヨーロッパまで連続している点で

あった。文化境界線としての気候線が、ヨーロッパまで連続する可能性が

あることを、実際の現象として示す図であることになる。しかも、それが、

言語現象であることは重要である。なぜなら、これまでの気候線の発見の

経緯から推しても、言語現象に気候による境界線がある以上、他の文化境

界線も同様に見っかる可能性が極めて高いと推定されるからである。それ

ゆえ、このCrothersのFRVにおけるヨーロッパでの境界線の位置、す

なわち、フランスかドイッ付近を横切る位置に着目して、言語及び文化境

界線を探していくこととした。

　その結果、見出せたのが、さらに詳しい「前方円唇母音」の分布地図、

それと近似する「歯擦音」そして「破擦音」ほか数項目に及ぶ言語現象の
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分布地図である。言語現象のいくつかに類似の分布があるなら、その位置

に、気温の摂氏0度線と、さらに文化人類学的現象が、見出せるはずであ

る。

　最初に再点検したのは、摂氏0度線である。ヨーロッパにおける1月平

均気温の0度線は、安部1999．9以降、一度ならず確認したはずと記憶し

ていたが、ある特定の一定の曲線を描くということには気付けなかった。

今回改めて検討してみたところ、以前利用した地図がやや詳細な分布地図

であったために複雑に過ぎ（これまでも掲載してきた『詳解現代地図

2000－2001』二宮書店2000）、かえって単純化させて見た場合のその位置

の特異性に気付くことができなかった、ということのようであった。

　今回、FRVの地図を参考にして、改めて簡略に図示された複数の気温

分布地図を検討したところ、1月平均気温摂氏0度線の境界の大局的曲線

は、上記の言語現象の分布境界線と近似していることが確認できた。摂氏

0度は、植物・動物・昆虫、ひいては食物文化と人間生活全般に影響を及

ぼす境界線であることは、モンスーン・アジア（MA）の気候線で確認し

てきている。その境界線前後に、文化人類学的境界線が見出せる蓋然性が

高いことは容易に推定可能となる。

　これまで収集できたものは、偶然に入手できたものであるが、現在、近

似する位置には、ハッカネズミの分布境界線がある。ハッカネズミの分布

は、以前MAにおいても、気候線の位置で分布境界線をもっことを指摘

している（安部2003．7）。このハッカネズミの分布によって、この気候線

による文化形成現象が、東洋と西洋とで共通していることを指摘できるこ

とになる（この指摘もおそらく初めてのものであろう）。

　さらに、近似する位置において、人間の血液型における有標な分布境界

線が見出せることが既に指摘されていた（文献掲載は機会を改める）。東

側のMAでも、今回、旧世界猿と類人猿の分布に、やはり境界線を見出

すことができた（図4－（8）参照）。

　それらの文化人類学的現象を得て、改めて言語現象の境界線の位置を確
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認すると、その位置は、インド・ヨーロッパ語族におけるスラブ語派（＋

ウラル語族の南限線）とゲルマン語派・ロマンス語派の（現在の）境界線

であるとみなすことが可能なようである（史的推移は別に検討必要）。一

方のMAにおける気候線は、中国語では北方官話方言と広東方言との境

界線をなし、朝鮮語では高句麗語と新羅語・百済語との境界線とみなし得

た。これら3地域・3言語において、語派・方言的境界を形成しているこ

とは、おそらく偶然ではないであろう。この気候線と言語の派生関係に重

要な相関性があることが指摘できることとなる。つまり、言語の系統分化

や語族内の語派分化、方言の分化などは、世界的に（一部であれ）気候

（気温差）が関係して生じている蓋然性が高いことになる。洋の東西に共

通してみられるこの現象の指摘も、管見の限りでは、未だ他に見出してい

ない。

　さらに、上記ユーラシア東西の3言語に共通する境界線形成の史的古さ

を考慮しっっ推定するなら、同様の問題は、日本列島の方言分化の解釈に

も影響することになるであろう。これまでの研究では、いま沖縄方言をひ

とまず置くとして、本土方言では、東日本方言・西日本方言にまず最初に

分化したというのが定説である。しかし、上記の3言語の方言的分化を考

えると、本土方言は、おそらく東西方言の分化よりも古い段階において、

北方日本方言と南方日本方言に分化していた蓋然性が高いことになってく

る。ヨーロッパにおける気候線の解釈は、このように、翻って日本語方言

内の系統にも派生する問題であることがわかる。

　さて、ヨーロッパにおける上記の現象の一致（近似）によって、これま

で指摘してきた「気候線」は、MAにのみ限定される現象ではなく、ユ

ーラシア大陸西部まで連続するものである蓋然性が極めて高くなった

（MAに限定していた名称を世界的視野から改めて検討する必要がある）。

また、その発見の糸口となった言語現象においても、その位置での語族・

語派・方言・個々の言語現象などの相違を、人類言語史的視点から世界的

規模で検討していく必要があることが、改めて指摘できることになる。さ
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らにこのことは、ユーラシア東西における南北方言間の相違の類型的比較

研究への道をも拓く可能性をもっていることがわかる。

　ヨーロッパにおけるこれらの地図の提示には、多少の整備が必要である

ため、機会を改めることにしたい。

　以上、「気候線」追加地図のうち、特に重要と思われるいくっかにっい

て、簡略ながら、解説を付した。今後も、さらに多くの現象にわたって該

当事例を収集し、それらの関係を考察していく必要があると考える。

　以下の3章では、「気候境界線」をもつ現象にっいて、一覧を提示し、

分布地図を掲載しておくことにする（注1参照）。

3，文化境界線としての「気候線」追加地図

3－1気候学

（1）鈴木秀夫氏による日本の気候区分　鈴木秀夫1966（吉田正敏1978

　より）

（2）日本の湿度区鈴木清太郎1948（関ロ武1962より）

（3）60，000年～40，000年前ごろの日本列島周辺の古気候復元図　ONO，

　Yugo，1984，

（4）20，000年～18，　OOO年前ごろの日本列島周辺の古気候復元図　ONO，

　Yugo，1984，

（4）②20，000年～18，000年前ごろの日本列島周辺の古気候復元図川

　村武1986（ONO，　Yugo，1984の改編版）

（5）20，000年～18，000年前の日本の古気候　河村　武1986

（6）12，000年～11，　500年前の日本の古気候　河村　武1986

3－2　土壌学・流体学

（1）最終間氷期（12万年前）の土壌帯区分　松井・加藤1962原図（日
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本第四紀学会編1987．7、松井健解説より。安部1999．9に原図は掲載。

比較参考として挙げる。）

（2）湖の循環タイプの分類福田正己2003。3

3－3植物学

3－3－1　日本

（1）日本列島の動物・植物の分布境界線「本州南岸線」　川合禎次1980

（2）ユズリハの分布　HoRIKAwA，　Yoshiwo，1972

（3）エゾユズリハの分布　HORIKAwA，　Yoshiwo，1972

（4）ニシキウッギ（表日本）とタニウッギ（裏日本）の分布の境界線

　原寛博士ほか『軽井沢の植物』による（前川文夫1978．6より）

（5）シイとナガバシノイキの分布図　中尾佐助1978．5より。（村田

　1977は未詳）

（6）チシマザサの分布　　鈴木貞夫1964と堀田満1974による（大場秀

　章1996，2より）

（7）ジュラ紀後期から白亜紀前期（約2億～1億年前）の東アジアにお

　ける古植生　木村達明1985（山野井徹1998より）

3－3－2　アジア

（1）中国の森林分布　『中国自然地理図集』1984

（2）中国の苧麻の分布一「苧」は日本語「ソ　（麻）」の語源　「中国自然

　地理図集』1984

（3）中国の茶の栽培区域　『中国自然地理図集』1984

（4）中国の毛竹の分布区域　『中国自然地理図集』1984

（5）中国の柑橘栽培気候区域　『中国自然地理図集』1984
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3－4動物学

　（1）ヒグマとッキノワグマの全国分布（54年度版環境白書より）朝日

　　稔1980．10

　（2）イノシシの全国分布（54年度版環境白書より）　朝日稔1980．10

　（3）トウヨウゾウの分布北限（中期更新世の陸上哺乳動物化石のおもな

　産出地点の分布）　日本第四紀学会編1987．7

　（4）後期更新世以降の哺乳動物相の違いによる地域区分赤澤威

　　1994．5

　（5）マウスのヘモグロビンβ鎖のP型の頻度　森脇和郎1983

　（6）東アジアにおける中型馬と小型馬の分布　林田の図に加筆　野澤

　言兼1993．11

　（7）中国の鵜飼の分布　可見孔明1965

　（8）旧世界猿と類人猿　R，ルーウィン2002．1

3－5魚類学

　（1）淡水魚相より見た日本列島の地理区　青柳兵司1957原図（上野輝

　弓爾1980．11より）

　（2）日本におけるウグイ属の分布　　倉若1977原図（上野輝彌1980。

　llより）

（3）本州西南部におけるアマゴとオオニジュウヤホシテントウの地理的

　分布　安江安宣1967．8

3－6昆虫学

（1）本州西南部におけるアマゴとオオニジュウヤホシテントウの地理的

　分布　安江安宣1967．8

（2）日本のアオイボトビムシの分布　田中真悟1986．7

（3）イネクロカメムシの分布　宮武頼夫1997より（日浦勇1981に宮武

　1997カゴ×E口力口筆）
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（4）ヒラスベザトウムシ（上）とタマヒゲザトウムシ（下）の性比の地

理的変異　鶴崎展巨1989．5

（5）三化瞑轟の分布の北限線図　木下・河田（上野益三1943より）（未

掲載）

3－7　考古学

（1）アスファルト付着遺物の遺跡位置図　安孫子昭二1995．2

（1）②アスファルト付着遺物を出土する遺跡分布　（比較参考地図、出

　典いま未確認）

（2）三角形土版・三角形岩版・三脚石器出土分布図　金子拓男1995．3

（3）縄文時代環状石斧出土地域　日下部善己1995．1

（4）複式炉の分布　渡辺　誠1986．7より

（4）②植生と複式炉の分布　「朝日百科日本の歴史』1989．4

（5）長方形大型家屋跡の分布と積雪量との関係　渡辺　誠1986．7より

（5）②長方形大型家屋趾の分布　『朝日百科日本の歴史』1989．4

（6）アメリカ式石鍛出土遺跡分布図　石原正敏1996．2

3－8　民俗学

（1）珠洲焼と常滑焼の分布　「朝日百科日本の歴史』1989　原図はカラ

　ーにて区別

3－9　食物文化

（1）渦性オオムギ＝ライン　中尾佐助1967（佐々木高明1984．1より）

（2）韓国および中国各地の凝固剤の種類　市野尚子・竹井恵美子1985．

　8

（3）東アジアにおける穀物が出土した新石器時代遺跡の分布　今村啓爾

　1999．10

（4）エステラーゼ・ザイモグラムのパターンから二大別したイネ在来種
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　　の地理的分布　いま河野昭一　1974による（中川原・秋浜1972の原図

　　は手書きで凡例部には「いわゆる北方進出」とある。）

　（5）Four　clines　identified　by　including　summer　vs．　autumn

　　soybean　habit　and　plant　habit，　Tadao，　Nagata，1960．3

　（5）②栽培大豆の四っのクライン　吉田集而1993．11より参考図（原

　　図はNagata，　Tadao，1960）

3－10　日本史学3）

（1）弥生後期の祭器を共有する6集団　『朝日百科日本の歴史』1989

（2）画文帯神獣鏡の同型鏡分布図　橋本博文1994．1

（3）屯倉（みやけ）の分布　『朝日百科日本の歴史」1989．4

3－11　日本語学（日本語方言学）（①一⑤は安部1999．9参照。それ以

　外は別稿を予定している。）

①シモヤケ（LAJI27図「しもやけ（凍傷）」）柴田武1963

②無回答・タッマキ（LAJ264図「っむじ風」）真田信治1979

③ノリツケホーセー・ノリッケホーソー（LAJ298・299図「臭の鳴き

　声」）佐藤亮一　1986

④シミル（LAJ97図「（手拭いが）凍る」）加藤正信1995

⑤ネマル（LAJ「座る」「あぐら（胡座）をかく」）一安部清哉1989

⑥No．6「『フキ（吹雪）』の言語地図」　　迫野度徳1998による一

⑦No．7「「シバレル（凍）』の言語地図」一「日本方言大辞典』によ

　る一
⑧No．8「『アラマチ（荒町）』の地名分布」一一鏡味明克1985より一

⑨No．9「～ボイ（追い）」（bu－u対応（ボウーオウ）の言語地図）

　－LAJ189
⑩No．10「ボイ～（追い）」（bu－u対応（ボウーオウ）の言語地図」

　－LAJ147
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⑪No．9＆No．10複合図「ボウ（追う）」－LAJ147・189－一

⑫No．11地名分布「溜池を表す『～堤』」一鏡味明克1984

⑬No．12「u〈i（フガシ（東）・フゲ（髭））」の言語地図（複合図）

　－LAJ11・12

⑭No．13地名分布「bu－u対応（Budo葡萄一udo・uto宇藤・宇都）」

　一鏡味完二1958

⑮No．14　rおがる（生育）』の言語地図（生ふ＝－aru型動詞の残存）

　－r日本方言大辞典』

⑯No．15地名分布「カクマ」（囲ま・る＝－aru型動詞の残存）一鏡

　味完二1958一

⑰No．16「『キッーヒッ（櫃）』の＊kw－p対応」　　『枕草子』『日本

　方言大辞典』

3－12　言語学

（1）The　Case　of　Front　Rounded　Vowels　　J．　Crothers　1976．2

（2）ヨーロッパにおける言語現象と「摂氏0度の気候線」（The

　Freezing　Point‘Zero’－ABE－Line）

　以下の特徴は、東アジアの「中央気候線」上に見られる分布現象と類

　似しているものである。ユーラシア東西で共通する類型的現象である

　ことになる。

　①歯擦音が現在・過去に存在している地域　（未掲載、ほか、LF．

　　Brosnahan，1961）

　②スラブ語派（＋ウラル語族）とゲルマン語派・ロマンス語派との境

　　界

　③1月平均気温摂氏0度線　（未掲載）

　④O型血液型遺伝子65％以上の境界線　（未掲載）

　⑤ハッカネズミのヨーロッパにおけるドメステイクス亜種グループと

　　ムスクルス亜種グループの間の交雑帯　（未掲載）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53



アジアと日本列島における言語・文化境界線“気候線”（摂氏0度線）（安部）

4，おわりに　　気候境界線とユーラシア文化形成の研究の課題

　以上、本稿では、これまで拙論で取り上げてきた言語・文化境界線「気

候線」について取り上げ、安部1999．9にて未掲載であった地図と、その

後新たに収集した該当分布地図を掲載し、特に重要な3っの問題点にっい

て考察した4）。特に、この言語・文化境界線が、アジアだけでなく、ヨー

ロッパにも及んでいるらしいことを、一部ながら今回新たに指摘したこと

は特に重要であると思っている。

　昨今アジア研究が盛んであるが、この気候線を考慮することなしにアジ

ア文化の特性を解明することはできないだろうと考える（安部2005．6．11

も参照）。また、今後、これまで指摘してきたモンスーン・アジアだけで

なく、ユーラシア全域を視野に入れて、言語、文化全般にわたり、そして

おそらく、かなりの長期的な歴史的長さをもって、この気候を背景にした

文化境界線の形成過程とその影響を、国際的に検討していく必要があると

思われるのである。

注

注1なお、分布地図を選択し掲載するに当たっては、これまで同様（安部2003，

　7注12）、次の観点から地図の科学性客観性に注意を払った。

　　①科学的データによるものか

　　②当該研究分野においてその成果が評価されているものか（他の専門研究者が

　　　評価しているかどうか）

　　③複数の調査において結果が概ね一致しているか

　　④関連する研究分野での現象においても、結果が概ね一致しているかどうか

　　⑤調査研究がより複数の研究者によるものか、公的機関や国際機関によるもの

　　　か

　　また、分布地図は、可能な限りオリジナルの原資料から掲載するようにした。

　一方、原典が英語論文である場合や、講座や論文に転載されて改編された地図や

解説付の地図の方が理解しやすい場合は、そちらを掲載するか、あるいは、両方

　を掲載して、理解しやすさに配慮した。
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注2安部1999．9にて取り上げた分布図名を参考として以下に挙げる。

　2，気候線と気候学

　　①根雪が25日間以上の地域（柴田武1963）

　　②日本の最深積雪分布（安部1998・9）

　　③日本の根雪期間（同）

　　④日本の雪日数の分布（同）

　　⑤日本の気候区分（同）

　　⑥日本の気候区（未掲載）

　　⑦2500年～2000年前の日本の古気候（未掲載）

　　⑧最終氷期における雪線高度分布図（安部1998・9）

　3，気候線と土壌学

　　①日本の土壌分布（安部1998・9）

　4，気候線と植物学

　　①縄文時代の森林分布（安部1998・3）

　　②アラカシの分布（安部1998・9）

　　③オオイタドリの分布（安部1998・9）

　　④チシマザサの分布（未掲載）

　　⑤ニシキウッギとタニウッギの分布の境界線（未掲載）

　　⑥ユズリハの分布（未掲載）

　　⑦エゾユズリハの分布（未掲載）

　5，気候線と動物学

　　①イエネズミの第1染色体の分布（安部1998・9）

　　②トウヨウゾウの分布北限（未掲載）

　　③ヒグマとッキノワグマの全国分布（未掲載）

　　④イノシシの全国分布（未掲載）

　6，気候線と魚類学

　　①淡水魚相より見た日本列島の地理区（未掲載）

　7，気候線と昆虫学

　　①マダラテントウ属の分布（安部1998・9）

　　②日本のアオイボイビムシの分布（未掲載）

　　③イネクロカメムシの分布（未掲載）

　8，気候線と考古学

　　①土墳墓の分布圏（安部1998・3）

　　②複式炉の分布（未掲載）

　　③長方形大型家屋趾の分布（未掲載）

　　④アスファルト付着物を出土する遺跡分布（安部1998　・　3、ほか未掲載）
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　　⑤画文帯神獣鏡の同型鏡分布図（未掲載）

　9，気候線と民俗学

　　①餅無し正月の分布（安部1998・3）

　　②民家の諸指標の分布（同）

　　③本家・分家集団の呼称（イットウ）（同）

　　④本家・分家間の序列と交際（同）

　　⑤隠居の居住性（同）

　　⑥長男・長女の類別呼称（同）

　　⑦部屋の間取り型の分布（安部1998・9）

　　⑧八幡信仰の広がり（未掲載）

　　（⑨平家落人伝説分布と焼畑農家率の分布の一致（未掲載））

　10，気候線と食物文化

　　①食べ物文化圏（そば食文化圏）（安部1998・3）

　　②栽培大豆の4っのクラインのうちの夏大豆クラインと秋大豆クライン（未掲

　　　載）

　ll，気候線と日本史学

　　①日本神話・神武天皇・倭健命の東征範囲（安部1998・3）

　　②屯倉の分布（未掲載）

　12，気候線と日本語学

　　①上代特殊仮名遣違例率の分布（東日本）

　13，気候線と文化人類学

　　①頭長幅示数分布（安部1998・3）

　14，東アジアの気候線と文化

　　①中国・モンゴルの農業（稲作地・畑作地の境界）一年降水量1000mm線

　　②中国の農業地域区分（水稲区・小麦区の境界）

　　③中国の地方的習俗の分布　　大林太良1986

　　④荒屋型彫器の分布範囲（3万年～1万円前の細石刃文化の拡散伝播）加藤晋

　　　平1986

注3　日本史学の分布図には様々な観点からの慎重な解釈が必要であろう。ここで

　は北側の分布境界に気候の影響が検討できるものとして挙げておく。（あえて日

　本史学と分けた考古学の方も同様である。）

注4　これまで提示してきた分布図で、調査による客観的データによる分布境界で

　はなく、解釈による分布境界線を示したもの（例えば、気候区、湿度区、植物・

　動物の分布、淡水魚の分布地理区など）には、実際には様々な解釈のものがある。

　提示してきた気候線の位置とは異なる境界線で解釈しているものも少なくはない。

　しかし、これまで提示した分布図と解釈からもおわかりいただけるように、この
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　気候線の位置をもつ解釈を提示している「区画説」が最も普遍性の高い学説と見

　なし得るように思われる。

補注1校正中見出した次の文献にさらに詳しいが機会を改める。小林順一郎1935、

　青柳兵司1957。
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3－1－（1）鈴木秀夫氏による日本の気候区分
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　　　　　図2．10　鈴木による日本の気候区分（鈴木，1966）

　　　　　　　　　（ハッチの部分は多雨区，白い部分は少雨区）

鈴木秀夫1966．「日本の気候と気候区」（石田・矢沢・入江共編
『世界地理第2巻日本』古今書院．pp．41－62（吉田正敏1978『気候

学』大明堂より）（太線部は強調した線）

♂

3－1－（2）　日本の湿度区

一〇！

　　　　　　図72　日本の湿度区（鈴木1冑太郎1948による）

関口武1962．「第2節水収支」（福井英一郎編『現代地理学体
系第1部　第2巻気候学』「第3章気候の表現」、古今書院）（原典
論文の鈴木清太郎1948は参考文献にない）
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3－1－（4）② 20．000年～18．　OOO年前ごろの日本列島周辺の

古気候復元図。
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36〃

＼・撃剣N一捻δ課一’

｛覧

7、、　薪
　　鵠～導Plご7k諭・

’9

　　　留゜

　酔
0100km

河村武1986．4
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3－2－（1）最終間永期（12万年前）の土壌帯区分
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3－2－（2）　湖の循環タイプの分類
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　　　　　　　図7－5　湖の循環タイプの分類

福田正己（2003，3）『流体的地球像』第7章　放送大学教育振興会
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　　　　　　図16．3　最終間氷期（12万年前）の土壌帯区分

　　　　　　　（松井原図．山地は中部日本で例示）

日本第四紀学会編『日本第四紀地図』（1987．7）東京大学出版会
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3－3－1－（1）　日本列島の動物・植物の分布境界線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢

　　　　動物

一一一一一一 A物

0　’be

8

激脳線
も♂

　　　　　．1

　　　　　；，
宮部線、
　　　、、e
　　　　グ　・

＿＿二＿一細川線

　　　　動物

一一一一一 A物

　図1　日本列島の動物・植物の分布境界線

川合禎次1980「動物地理学的に見た日本の淡水生物相」川
合・川那・水野編『日本の淡水生物」東海大学出版会
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3－3－1－（4） ニシキウツギ（表日本）

本）の分布の境界線

とタニウツギ（裏日

　図77ニシキウツギ（表口本）とタニウツギ（裏口本）の分布の境界線

　（原寛博士ほかr軽井沢の植物』による）

前川文夫1978．6『日本固有の植物』玉川大学出版部
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3－3－1－（5）　シイとナカハソイノキの分布図

○シイ（ras・tanopsls　cuspidata（Thunb）Schottkyと

●ナガバシイノキCcar’lesii（Hemsl）Hayataの分布
図。ナガバシイノキはシイに極めて近く，同種とされる

こともある．SRJII（A）　ilZ」Sfi　o　ec
暖帯照葉樹林の北限とほぼ一致する。同8℃は亜熱引1植

　生の北限，同18℃は熱楕植生の北限にそれぞれほぼ一致

　　している。八重山群島は同18℃の南だが，照葉樹林とな

　っている（村田，1977）

中尾佐助（19785）『現代文明ふたっの源流』朝日選書

m
O
C
O

　
2

150

100

50

0
0
　
2

　
一

3－3－1－（6）　チソマザサの分布

　　　　　　　　　　　』〆
E有芽節　　　　　　∠　流　　　　　　　　　　ノ“鉦芽節　　　　　　　　＼＼

@　　　　　　・…妻　　い

@　　　　　雷、

@　　　　　，＼

@　　　　　’．　・　　　　　　　肛　「

2　、

@　＼

罫
／
’
〃
！

噂
。

　《・

@　＼

o　聖∴

隔 ：二〆°° ■　　．

「　一地下茎　　　　　　　　　竃ここ

Eヤ・ザサスス，。チ・桝チニ耐ﾁ
ノ／

●

一
●

「
D
，

●
U
¶

．・、M

48°

●

●o

44
レ

　
●
｛

　
豊
費
ノ難

7

ナ

ジ

p
診

7
嚥

♂

●

ε
・
’

欝
　
ア
　
　
　
　
ギ

　
　
　
葛

臨
書

聾
．
謀

鰯
　
襲

ク

　
鷺
幾

。
ρ 霧
獄
鷺

　
　
　
　
嵩

40

灘謙’．

。4

132’

140’

144

36

136’

南千島

●

32’

義　・

9　　　　148’

f　152

44°

図515　チノマザサの分布（鈴木貞夫，1964と堀田満，1974による）と；ヤコザ

サ，スズタケ，チマキザサ，チノマザサの地下茎と越冬芽の位置（薄井宏，1972）

大場秀章　（19962）「南北に長い国　日本の生物」（堀越増興・青
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3－3－2－（4） 中国の毛竹の分布区域
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3－3－2－（5） 中国の柑橘栽培気候区域

第2版より）

『中国自然地理図集』1984（1998

中国水果資源一草果、葡萄、梨、
桃、柑橘、蕩枝、尤眼、香蕉

　　　　　　　1：60000000

　華果忌芦量
＋　　〔万N）

年　扮

1926年
噺甲国成
立前最高

年F量）

1952

圏　9
1970
1980
1990
1995

忌芦貴

12．1

1L8
2．

　9．8
236．3

4ヨ1．9

uoo．ア

柑橘怠声量
　（万唖）

　　　紛
ロ

1　1925
噺中国成

‘立前最高

　年F量）

E’，．im’i’

　1980
　199011995

怠F量

40．1

　　　　　　　　　r－「．

　　　　現河　　　　【　錬
　　　1　　　幽

N．

　　樹橘栽培代候区別
〔：コ柑橘最這宜栽培穴候区

〔：コ柑橘這宜栽培fi候区

［：：｝ti橘次遁宜栽培気候区

〔：］柑橘不這宜栽培『候区

〔：：】柑橘．不能栽培『候区

　
　
　
「
　
F
r

　
　
　
、
、

、
ふ

＼

20．7

24、2

ア1．3

485．5

822，5

菰
ノ

t、ノ
／）

1　．s
l　　、、，．！、．

　　　’1　　－．．，←‘

！－，11 q
　　〆

・世．・坦鞍

　
L

ξ
」　

p
、

弟
轟

．ノ〆

L

菖腕
」
』
で
ご

　　　　　　　　ザコロ
、・ ?W浄繍「tlllc…辮饗｝

澄蓄
．
廼
焚
P
、

ト
r
！
．
．

㍉
．

へ　
．
昌

￥
、
屑
、
琵

r
　
配
唱
゜
、
ρ

　
　
　
㌧
、
州

一
、
！
、
層
竺

じ
＼

．
蒋

翌．・

／

x　　　・、
　L　！1

繋
鳩《

影

ノ
ρ
．

『　　　査
|　　　；臼

温帯水果

瀦i革果

Q葡萄
　i鵜梨

゜D°挑

亜熱帯．熱帯水果

強

労
・

麗
押

・発　1

　　戸．　　し」．’尋≒r’

卜）’ @．」．｝；・・・…

　　　　「型’二rr・

、；く1

　・降

　　　　　池ρ：：耳．

　　　　　く・．－：7：｝k

・窪馳｝ g導灘

　　　　♪

蛍潜．》
　幽　　　　　　2

緊，

ｽ
野
’

羅
継

7
0

！
《

畝
薄！

飼
∴

渦
〆
・鍵
剛
劉
．
飼

ギ
卑
オ
、

「

一
栂

’
工
評

話
．
　懸

゜
「

5
　
・
．
」
、

　
ド
ヒ
　
コ

騨
蜜

鞭一

△

柑橘

蕩枝

撫　　．1
香五＿⊥L－一＿

南
3

殴
N

’　　　　　　　　

ガ．簿

　　海　’
i　　／》目

　　μ
　　　　旛島

5C

＃〔

3c

浅廊・ユノ

i2⊂

斗
。

73



置

4－（1）　ヒグマとッキノワグマの全国分布
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　図69　ヒグマとツキノワグマの全国分布（54年度版環境白書より）

朝日　稔1980．10『日本の野生を追って』東海大学出版会

4－（2）　イノシシの全国分布
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図68　イノシシの全国分布（54年度版環境白書より）

朝日　稔1980．10『日本の野生を追って』東海大学出版会
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4－（3）　トゥヨウゾウの分布北限

　　　　　　　　　　　rノ
　　アルメニアゾウ（M．armeniacus）

　　ナウマンゾウ（P．naumanni）ほか
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　　　図le．3　中期更新世の陸上哺乳動物化石のおもな産出地点の分布

日本第四紀学会編（1987．7）『日本第四紀地図』東京大学出版会

4－（4）後期更新世以降の哺乳動物相の違いによる地域区
　　　　分

図1　後期更新世以降の哺乳動物相の違いによる地域区分

　　A：中国南部、B：中国北部（朝鮮半島を含む）、　C：中国東北部

　　～沿海州（北海道を含む）、D：本州・四国・九州、　E：琉球列

　　島、実線：動物相が明瞭に変化する境界線、破線：漸移的な境界

　　線、点線：後期更新世後半の寒冷期の海岸線。

赤澤　威（1994．　5）『先史モンゴロイドを探る』日本学術振興会



冨

4－（5）　マウスのヘモグロビンβ鎖のP型の頻度
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図9　マウスのヘモグロビンβ鎖のp型の
　　　　頻度

森脇和郎（1983．3）「日本産野生マウス（ハッカネズミ）の起源」

奮創造の世界」47

4－（6）東アジアにおける中型馬と小型馬の分布
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野澤　謙　（1993．11）「日本の家畜たち一ニホンザルからスイギュ

ウまで」（佐々木・森島編『日本文化の起源』第2章、講談社）林
田重幸（1974）「日本在来馬の源流」r日本古代文化の探求一馬』



4－（7）　中国の鵜飼の分布
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中国鵜飼の分布

可見弘明　1965「鵜飼』中公新書

4－（8）　旧世界猿と類人猿の分布
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旧世界猿と類人猿

キツネザル

R．ルーウィン（2002．1）『ここまでわかった人類の起源と進化』（てらぺいあ）

77



司
Q
。

5－（1）淡水魚相より見た日本列島の地理区

1）7・A
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図7　淡水魚相より見た日本列島の地理区（青柳兵司，1957より改写）1

　　東北（a）・西南（b）・黒潮（c）の3地方は，日本本土地域（4）に一括されて，北海道③・

　　琉球⑤の2地域に対比される

上野輝彌　（1980．11）「淡水魚の分布とその由来」川合・川那部・

水野編r日本の淡水生物一侵略と撹乱の生態学』東海大学出版会

5－（2）　日本におけるウグイ属の分布
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　　　　　　図8　日本におけるウグイ屓の分布（倉若，1977よウ）
　◎はウケクチウグイ。1．石狩川　2，川内川　3．岩木川　4．鯉ll　5．北上
　川　6，阿武隈川　7．諭戸川　8．　阿賀野川　g．　信濃川　10．夏井川　11，江戸

　　川　12．放生津潟　13．芦の湖

上野輝彌　（1980．11）「淡水魚の分布とその由来」川合・川那部・

水野編『日本の淡水生物一侵略と撹乱の生態学』東海大学出版会
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5－（3）／6－（1）本州西南部におけるアマゴとオオニジュウ

ヤホシテントウの地理的分布
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　　　轟ぬ　。騰〆
　図1本州西南部におけるアマゴとオオニジ＝ウヤホシテソトウの地理的分

　　布．xアマゴOncerhynchtis　rhedurus　JoRDAN　et　McGREGoR一⑭ヤマメO．　ma・

　　SO＃（BREVOORT），　Oオオニジ昌ウヤホシテントウE♪t’lachna　vigs’ntioctomaCU．

　　　lata　MOTSCHULSKY，太線はオオニジ．ウヤホシテントウの分布南限線をしめす．

安江安宣（1967．8）「皿　本州西南部におけるアマゴとオオニジュ

ウヤホシテントウの地理的分布の類似性一淡水魚と昆虫の生態地理

学的考察一」『自然一生態学的研究』中央公論社

6－（2）　日本のアオイボトビムシの分布
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ヤマトア才イボトビムシ

図2　日本のアtイポトビムシの分布

田中真悟（1986．7）「氷河とともにやってきたトビムシー日本にお

けるアオイボトビムシ属の侵入過程と種文化」（木元新作編『日本

の昆虫地理学一変異性と種文化をめぐって一』東海大学出版会）



゜。

n
6－（3）　イネクロカメムシの分布

図17イネクロカメムシの分布（〔日浦1981〕より）
　　　　　　　x印は遺跡からの遺体発見地点

　宮武頼夫（1997．5）「6、稲作・畑作の害虫」『弥生文化の研究

第1巻弥生人とその環境』（活動の舞台）雄山閣（×印加筆）
　日浦　勇　（1981．3）「昆虫遺体群集による遺跡環境の復元に関す

る基礎的研究」科研報告書・特定研究「古文化財」総括班『古文化

財に関する保存科学と人文・自然科学」原図

6－（4）　ヒラスベザトウムシとタマヒゲザトウムシの

　　　　性比の地理的変異
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図一4　ヒラスベザトウムシ（上）とタマヒゲザトウムシ（下）の性比の地理的変異

黒がオスの割合を示す。地図上の黒点はこれまでに少なくとも1個体のオスが発

見されている場所

鶴崎展巨（1989．5）「単為生殖をするザトウムシ」

（梅谷献二・加藤輝代子、編著「クモのはなし』技報堂出版）
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7－（1）　アスファルト付着遺物の遺跡

石摘雌職帯と
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…鉾　　　　鯵1図藷綴卜膿鷺
安孫子昭二（1995．2）「アスファルト」r縄文文化の研究8社会・

文化』雄山閣

7－（1）②　アスファルト付着遺物を出土する遺跡分布

團アスファルト付着遣物を出土する遣跡分布　　天然アスファ

ルトは，新潟から秋田に及ぷ地帯に産出する．東北地方の縄文人

は中期から晩期にわたり，骨角器や石器の着装に接着剤として利

用したり，破損品の補修にあてた．なお，アスファルトは漆と区

別しにくいため，遺跡分布には漆付着遺物が混入している可能性

もある．
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7－（2）三角形土版・三角形岩版・三脚石器出土分布図
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第2図　各地出土の三角形土版と模式編年図
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金子拓男「三角形土版・三角形岩版」（1995．3）『縄文文化の研究9

縄文人の精神文化』

7－（3）　縄文時代環状石斧出土地域
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　　第4図　縄文時代環状石斧出土地域

囲
日下部善己（1995．1）「環状石斧」『縄文文化の研究』雄山閣
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7－（4）複式炉の分布

多
庸

渡辺　誠1986．7「縄文文化再考」『縄文との対話（日本古代史2）』

坪井清足編、集英社、典拠資料不掲載

7－（4）②植生と複式炉の分布

　縄文時代の食料として重要

な四大堅果類のうち、オニグ

ルミ・クリ・トチとナラ類のドング

リは、東北日本の落葉広葉樹

林帯に分布し、西南日本に優

先するのはシイ・カシ類のドン

グリのみである。トチのアク抜

きと密接な関係のある複式炉

は、落葉広葉樹林帯の分布と

ほぽ一致する。しかし中部地

方では北越地方に偏在してお

り、文化圏とも深い関係がある。

環境決定論的な発想のみで

は．縄文文化の理解に問題の

あることがよくわかる。

『朝日百科　日本の歴史』1989
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7－（5）長方形大型家屋跡の分布と積雪量との関係
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渡辺　誠1986．7「縄文文化再考」r縄文との対話（日本古代史2）』

坪井清足編、集英社、典拠資料不掲載

7－（5）②長方形大型家屋趾の分布
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珠洲焼と常滑焼の分布

と常滑の分布
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『朝日百科日本の歴史』1989．4に線を加筆、原図はカラー。

アメリカ式石鎌出土遺跡分布図7－（6）
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　　　　　　　　　　図3　アメリカ式石鐵出土遺跡分布図
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石原正敏　（1996．2）「アメリカ式石鍛再考」『考古学と遺跡

の保護』甘粕健先生退官記念論集刊行会
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9－（1）　渦性オオムギ＝ライン

DO （中尾佐助氏　1967）

図9裏日本と表日本を分ける渦性オオムギ＝

　　　ラインと東西を分けるカブラ＝ライン

佐々木高明1984．1「提論日本海地域の基層文化」　（森浩一　1994。

『シンポジウム古代の日本海諸地域』）原図、中尾佐助1967。「農業

起源論」『自然：生態学的研究』

9－（2）韓国および中国各地の凝固剤の種類

4
ニガリ使用

石膏使用

図4　韓国および中国各地の凝固剤の種類

市野尚子・竹井恵美子（1985．8）「東アジアの豆腐づくり」石毛直

道編『東アジアの食事文化』平凡社



9－（3）東アジアにおける穀物が出土した新石器時代遺跡の分布（コメー

　　　　アワ・キビ・コウリャン）

北緯40°

北緯30°

　図33　東アジアにおける穀物が出土した新石器時代遺跡の分布

　　　　　　　○：コメ，●：アワ，■：キビ，▲：コウリャン

今村啓爾（1999．10）『縄文の実像を求めて」吉川弘文館

9－（4）　エステラーゼ・ザイモグラフのパターンから二大別したイネ在来

　　　　種の地理的分布．
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図97エステラーゼ・ザイモグラムのパターンから二大別したイネ在来種の地

理的分布（中川原および秋浜．1972）

原論文には「×いわゆる北方進出型」とある。
河野昭一（1974．　3）『種の分化と適応（植物の進化生物学一第H巻）』三省堂より

中川原捷洋・秋浜友也（1972）「エステラーゼ・アイソザイムによる東アジアにおけ

るイネ在来種の変異と地理的分布」『育種学雑誌』22・別冊1、79－80、原論文
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9－（5）栽培大豆の秋大豆クライ．ンと夏大豆クライン

80 go　　loρ　　ユ10　　ユ20　　コ．うo　　功ho　　150　160°

　FIG．16．　Four　clines　identified　by　includ－

　　　mg　summer　vs．　autumn　soybean　habit
　　　and　plant　habit。

　　　M．－Manchurian　cline，　Jf．－Japanese　fulI

　　　season　crop　cline，　Js．－Japanese　short　sea－

　　　son　crop　cline，1．－Indo・chinese　cline，

NAGATA，　Tadao，（1960．3）Studies　on　the　defferentiation　of

Soybeans　in　Japan　and　the　World，（Laboratory　of　Plant
Breeding），Memories　of　the　Hyogo　University　of　Agriculture，

3－2，兵庫農科大学紀要

9－（5）②栽培大豆の四っのクライン

エコタイプ 生態型 相対開花期間 相対生育期閏
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k部日本秋大豆
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吉田集而（1993．11）「大豆発酵食品の起源」（佐々木高明・森島啓

子編『日本文化の起源一民族学と遺伝学の対話一』第6章、講談
社）より。紀要原図論文は、NAGATA，　Tadao，（1960）長田忠男、

兵庫農科大学、3－2
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10－（1）弥生後期の祭器を共有する6集団

祭器を共有する6地域　弥生時代後期、北

部九州、山口．愛媛、高知の東半分では広

形銅矛が祭祀の道具として選ばれた。播磨

以東の近畿地方．香川と徳島の東半分では

近畿式銅鐸圏が成立した。瀬戸内の岡山、

　　uつ4広島、燧灘を中心とする四国北部には平形

銅剣を祭器とする地域が成立し、3者で囲

まれた中国山地の北側には、出雲を中心と

して荒神谷で出土したタイブ、中細形銅剣

C型式（岩永省三氏の分類による。出雲型

銅剣と仮称）が出現したと考える。近畿式

銅鐸群のさらに東．三河、遠江を中心にい

わゆる三遠式銅鐸圏が成立した。さらに関

東から東北の太平洋岸沿いにかけて、銅剣

を異形化した有角石器が出現した。これら

巨大化した青銅器の出現に伴い、銅鐸と武

器形祭器を共に用いた祭祀は消滅する。

r朝日百科日本の歴史全12巻別巻1』（1989．4）朝日新聞社

10－（2）画文帯神獣鏡の同型鏡分布図

群馬・原前1号墳出土画文帯神獣鏡
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第11図　画文帯神獣鏡の同型鏡分布図

栃木雀宮牛塚古墳

静岡奥の原古墳

三重神前山古墳

2群馬古海原前1号墳

5愛知亀山2号墳

8三重鳥羽市

10奈良新沢千塚109号墳11大阪東塚古墳

13岡山牛文茶臼山古墳

16熊本江田船山古墳

A埼玉稲荷山古墳

D三重塚原古墳

14広島高塚古墳

17宮崎持田24・25号墳

B群馬観音塚古墳

E福岡伝豊前国京都郡

3長野飯田市

6三重井田川町茶臼山古墳

9福井丸山古墳

12兵庫勝福寺古墳

15福岡勝浦41号墳

C千葉大多喜町

F宮崎山の坊古墳

橋本博文（1994，1）「『王賜』銘鉄剣と五世紀の東国」『東国と大和

王権』原島礼二・金井塚良一編、吉川弘文館
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10－（3）　屯倉の分布

　ゐ　　Lt

▼屯倉の分布　屯倉は「日本
．警紀」には鋏萌紀以後に多数

．設置されたと記されている。

とくに北部九州では磐井の乱’

後に、関’東では笠原小杵の事

件（534．年）後に、近畿の大1・Eに

よって罰として設定させられ

たことになっている。屯倉は

一定の領域を大王の支配地と

して、そこから貢納品を納め

ることにしたもので、大王の

地方．支配が、従来の豪族を媒

介とした貢納制よりさらに発

展・強化した証明である。

N漏寓i

『朝日百科日本の歴史』1989．4

　　　　　　　　　　解3

雷醤轡電

⇒【；

12－（1）　Areal　Features　of　Front

　　　　　　Vowels（FRV）

Rounded

John　Crothers　（1976．2）　（UCB）　Areal　Features　and

Natural　Phonology；　The　Case　of　Front　Rounded
Vowels，　Proceedings　Qf　the　Second　Annual　Meeting　of

the　Berkeley　Linguistics　Society，　Feb．14－16，1976．，　UCB，

California


